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近傍の渦巻銀河 NGC 3079 は有名な水メーザー源であり、メーザー観測により 1× 106M⊙程度の質量の中心ブ
ラックホールを持つAGNであると考えられている。電波でジェットまたはローブが検出されていることもAGN

の存在を支持している。赤外線でも明るく、また可視光では LINERまたは Seyfert 2に分類されているが、赤外
や可視での活動性は、AGNによるものかスターバーストによるものか決着はついていない。
いっぽうで、これまでの X線観測では NGC 3079からの有意な AGN放射は検出されていない。1993年の

「あすか」衛星（0.5-10 keV）の観測では、NGC 3079の X線は母銀河からの放射のみで説明できる程度の光度
（LX ∼ 1040 erg s−1）しかなかった。すなわちNGC 3079 は「あすか」のエネルギー帯域ではまったくAGN活動
を示さないか、仮にAGN放射があるとしても母銀河の放射に埋もれてしまう程度の暗いものである。したがって
これまでのX線観測からは、NGC 3079はブラックホール質量の割に非常に光度が低い、すなわち非常に活動性
が低いと考えることもできる。これは最近 数多く観測されている低光度AGN（LX ∼ 1039−41 erg s−1）によく見
られる性質である。しかしながら、「あすか」衛星で AGN放射が検出されなかったのは、10 keV 以下のエネル
ギー帯域では強い吸収を受けているためという可能性もある。じっさい、メーザー源であること、Seyfert 2に分
類されていること、赤外放射が強いことなどから、AGN 放射が強く吸収されている可能性は充分に考えられる。
そこで我々はより高エネルギーに感度のある Beppo SAX衛星（0.5-300 keV）で、2000年 5月にNGC3079を
観測した。LECS検出器、MECS検出器による 10 keV 以下の放射は、スペクトルの形、光度ともに「あすか」衛
星の結果と矛盾なく説明でき、母銀河からの放射が主と考えられる。いっぽうで、PDS検出器による 15 keV以
上の放射は、10 keV 以下の放射に比べて有意に明るかった。すなわちNGC 3079の放射は予想通り> 1024 cm−2

の吸収を受けていることがあきらかになった。吸収を戻した結果、中心核は充分に活動的であった。


